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芍薬の 内皮依存性血管弛緩作用
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【目的】芍薬 は r名医別録」 に 、 「血脈 を通 し順わせ る 。 中を暖め る 。 悪血を散 らす 。 賊

血 を逐い や る 。 」 とあ り古来か ら血流改善作用が指摘 され駆 瘢血薬 として頻用 されて きた

生薬 であ る 。 今回 、 我 々 は芍薬の血流改善作用に つ い て 摘出血管の血管弛緩作用 を検討 し

た。 さらに、そ の 機序 と有効成分 に つ い て 検討を加 えた の で 報 告す る。

【方法】Wister系雄性ラ ッ ト （300・一・350g）の胸部大動脈を摘出 し、輪状標本 （内皮保存

標本と内皮除去標本）を作成 した 。 こ れを95％02・5％CO2 で 通気した 37℃Krebs・Ringer液

の 入 っ た5m1 の tissue　bath内に 固定 し用い た 。 芍薬は生薬100g に 蒸留水500m1 を加え50分間

煎 じた後、凍結乾燥粉宋を作成 し蒸留水で溶解 し使用 した 。

【結果1 内皮保存血管におい て芍薬 は濃度依存性に弛緩作用を示 した 。 しか し、内皮除去

血 管に お い て弛緩作用 は認め られ なか っ た 。 さらに 、Nitric　Oxide（NO ）の 合成阻害薬 で あ

る しNG−Nitroarginine　methyl 　ester を内皮保存血管に前処置 した とこ ろ、芍薬 の 血管弛緩作

用 は 認 め られ なか っ た 。

　 また、芍薬 中の 血 管弛緩成分に つ い て検討を加えた 。 芍薬の 主成分で ある ベ オ ニ フ ロ リ

ン や ペ オ ノ ール に は血管弛緩作用 は 認め られ なか っ た 。 芍薬 含有 タ ン ニ ン の 作用 を考慮 し

加水分解型 タ ン ニ ン の 分解酵素で あるタ ン ナ
ーゼ を芍薬末溶液 に 作用 させ用 い た と こ ろ 血

管弛緩作用は認め られ なか っ た eHPLC を用 い て タ ン ナ
ー

ゼ処理 前後の 芍薬末溶液を検討

した ところガ ロ タ ン ニ ン の 加水分解 に よ り生 じる没食子酸の増加が確認 され た 。 没食子酸

は イン ドメ サシ ン で抑創 される血管収縮作用 を示 したが 、血管弛緩作用 を示 さな か っ た 。

【考察 ・結論】近年、血管内皮細胞は単なる隔壁で なく、血液の 流動性 の 調整、物質透過

性 の 制御、平滑筋収縮弛緩の調整 など多様な機能を もつ こ とが明か に され て い る 。 血管内

皮細胞由来弛緩因子の ひ とつ で ある WO は 強力な血小板凝集抑制作用 も有 し血流改善に 寄与

してい る 。 今回、我 々 は、駆痕血薬 で ある芍薬が血管 弛緩作用 を有 し、それ．が 内皮依存 性

で mo の 関与に よ る こ と、芍薬 中の ガ ロ タ ン ニ ン に 血管弛緩作用 が存在す る こ とを明か に し

た 。
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